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抑目刺日新

冷厚田印刷合資会社

お
　
ん
　
が

＝
　
議
会
だ
　
よ
り
　
＝

遠
封
印
講
会
堂
ハ
回
臨
時
会
は
、
十

月
一
丁
ヒ
日
か
・
三
土
日
ま
で
五
日

闘
聞
か
れ
、
次
の
二
譲
葉
と
訪
朝
が
縛

接
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
己
「
七
号
∴
昭
和
三
十
九
年

嘩
槌
碕
竺
般
会
計
補
記
予
算
（
当
初

丁
算
編
成
当
時
は
財
源
難
が
予
想
さ
れ

た
の
で
、
需
茂
や
亜
染
野
を
多
少
押

え
て
い
ま
し
た
が
、
会
計
年
度
も
半
ば

を
渦
ぎ
、
親
政
の
鬼
と
お
し
が
ほ
ほ
つ

い
た
の
で
一
、
七
〇
〇
力
出
の
補
注
を

し
ま
し
た
）
原
薬
通
り
可
決
。

議
案
第
七
十
七
号
∴
昭
和
三
十
九
年

度
蕊
缶
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
捕

町
づ
く
り
の
た
め
の
国
土
調
査

第
一
年
次
事
業
着
々
進
む

直
す
封
（
補
正
予
算
額
の
楢
減
は
な
く

塾
十
第
の
組
替
え
の
み
）
陳
案
通
り
可

決。
諾
舶
　
保
管
子
弟
個
数
確
保
に
関
す

る
請
脱
畔
（
保
育
所
地
肌
批
固
唾
負
担

率
の
切
下
げ
を
行
な
わ
な
い
－
／
主
な
と

天
明
目
に
つ
い
て
、
闇
に
対
し
案
…
の

決
減
を
し
て
頂
く
よ
う
：
遮
鮭
川
、
山

ひ
こ
、
南
部
の
三
保
菅
聞
農
よ
り
端

岡
）
民
仕
文
教
委
員
会
に
付
点

遮
買
印
で
は
、
新
し
い
即
つ
く
り
の

た
め
の
礎
と
も
い
う
べ
き
、
同
士
調
弦

藻
に
塞
く
地
税
調
寧
富
力
年
計
画
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
す
で
に
翌

年
次
事
業
と
し
て
老
良
、
洩
木
、
本
草

の
三
部
落
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
中
で

す
が
二
笹
潮
寮
は
、
ほ
ぼ
葦
J
L
、

現
在
で
は
、
洲
＝
接
摘
薯
に
よ
る
測
地

の
段
階
に
な
っ
て
お
り
、
草
葉
も
関
係

部
滋
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
着
々
と
進

ん
で
お
り
ま
す
。

き
て
図
工
用
盃
の
蹴
崎
秦
荘
明
し
ま

す
と
、
こ
の
調
査
は
国
士
潤
託
汝
に
榎

く
土
地
の
両
端
講
読
と
い
う
べ
き
大
切

な
調
査
で
あ
り
、
大
別
す
る
と
地
租
調

禿
、
土
規
分
類
調
査
、
水
嗣
充
の
三
つ

に
分
類
さ
れ
ま
す
；
」
の
う
ち
地
積
測

蕪
は
、
土
地
の
吊
の
調
査
で
あ
り
、
土

地
分
類
調
拝
は
、
土
地
の
質
の
調
査
で

あ
り
、
ま
た
水
調
査
は
、
水
に
関
す
る

摘
垂
C
あ
り
ま
す
。

遠
質
町
で
は
；
」
の
中
の
斑
寂
調
詐

峯
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
∵
」
の
調
査

は
、
一
笹
毎
の
土
地
に
つ
い
て
の
地

番
、
地
口
、
所
有
者
の
調
査
と
璃
界
及

び
面
積
の
測
量
で
あ
り
、
調
査
の
結
果

は
地
図
及
び
振
舞
と
し
て
作
成
さ
れ
ま

す
。
今
ま
で
の
土
地
台
帳
や
字
図
は
、

明
治
の
初
め
に
地
租
一
々
と
り
た
て
る
た

め
の
目
的
で
で
き
た
も
の
で
、
当
時
の

幼
稚
な
測
量
の
た
め
実
際
の
土
地
に
比

べ
て
大
き
さ
や
形
も
違
っ
た
も
の
が
あ

り
、
ま
た
良
い
年
月
を
維
た
た
め
、
現

況
の
移
り
変
り
に
よ
っ
て
、
今
で
は
不

正
確
で
時
に
は
、
土
地
の
境
界
争
い
の

廉
閤
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
開
発
で
は
、
正
し
い
測

［
凧
に
よ
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
土
地
の
正

し
い
位
置
、
形
、
舶
華
地
目
、
両
親

を
明
ら
か
に
す
る
「
地
図
」
と
「
張

紙
」
を
つ
く
り
ま
す
。

こ
の
調
盃
が
で
き
あ
が
れ
ば
、
自
分

の
大
切
な
土
地
斉
護
り
、
ま
た
境
界
紛

争
等
霊
九
台
に
防
圧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
区
画
整
理
や
土
地
改
良
事

業
、
産
業
評
頑
な
と
、
今
後
の
町
つ
く

り
の
た
め
の
生
き
た
資
料
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
的
、
町
と
し
て
の
五
カ
年
の
幸
次
高

岡
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

第
一
年
次
　
昭
和
3
9
年
度

老
良
、
成
木
、
水
草

第
二
年
次
∴
峨
和
4
0
年
煉

広
堅
今
日
仕

舞
二
年
次
∴
昭
和
4
1
年
雌

鳥
津
、
蒐
津

第
回
年
次
∴
昭
和
4
2
年
度

擢
崎
、
別
府

『
町
の
動
脈
を
守
ろ
う
山

一
道
路
工
夫

私
道
の
刑
の
発
展
、
開
発
は
道
路
整

備
に
あ
る
と
い
っ
て
も
塑
＝
で
な
い
と

思
い
ま
す
。
集
掌
れ
た
塵
轄
物
を
遮

搬
し
、
座
薬
凝
横
、
座
薬
、
肥
料
ま
た

は
工
場
の
資
材
、
響
融
の
運
搬
そ
の
他

の
運
送
に
し
て
も
道
路
が
整
備
さ
れ
て

な
け
れ
ば
と
て
も
不
可
能
で
し
ょ
う
。

現
在
の
生
存
遊
軍
の
は
け
し
い
世
の
中

で
生
活
し
て
い
る
私
達
は
∵
J
の
動
脈

素
老
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
時
代
に

お
く
れ
牟
と
る
結
果
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
毎
度
医
事
で
の
他
関
係
者
の
曽
根

に
連
絡
し
町
民
各
位
の
御
協
力
喜
寿
順

い
し
て
い
る
次
聖
C
す
が
、
一
部
心
な

い
方
の
た
め
に
荒
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
即
実
で
あ
り
ま
す
。
主
要
道
締

だ
け
で
も
避
寒
ハ
士
ハ
粁
余
り
に
詳
し

ま
す
が
、
少
な
い
維
持
費
の
中
か
ち
如

何
に
し
て
全
般
に
不
公
平
の
な
い
砂
雪

の
配
分
を
す
る
か
に
、
私
共
は
‖
空
堀

寺
痛
め
て
お
り
ま
す
。

現
在
二
名
の
担
当
者
で
相
宿
キ
し
て

い
る
の
で
す
が
、
現
在
補
作
和
し
た
船

籍
も
次
回
に
来
て
見
る
と
、
年
や
痛
ん

で
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
怒
り
返

し
I
－
行
な
っ
て
い
る
有
様
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
際
、
町
民
の
特
級
が
前
略
努

誰
に
博
一
屑
の
間
心
有
以
て
戴
き
ま
し

て
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
っ
一
重
に
お

頼
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

細
道
路
愛
護
の
協
力
方
お
願
い
に
つ
い
て
』

道
筋
士
の
無
許
可
占
用
物
件
の
険

女。
三
、
等
諾
膏
物
件
に
つ
い
て

評
廟
そ
の
他
物
件
の
放
腔
、
商
品
棚

日
除
け
等
の
突
凪
し
あ
る
い
は
、
物

置
や
作
業
場
に
使
用
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

囲
、
沿
道
居
住
者
が
行
な
う
道
蹄
の
保

全
に
つ
い
て

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ト
洗
車
場
．
商
店

街
等
の
排
水
設
備
の
不
備
あ
る
い
は

竹
木
、
工
作
物
等
が
通
船
に
突
き
雄

て
い
る
等
、
道
路
の
梢
造
、
効
用
に

支
障
李
き
た
し
、
ま
た
父
遇
に
柾
陸

を
お
よ
は
す
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に

充
分
焦
心
す
る
と
と
。

五
、
道
路
溝
蒸
す
に
つ
い
て

路
面
、
側
猫
等
の
清
蕪
を
重
点
的
に

当
該
地
域
の
住
民
各
位
の
協
力
右
お

廟
い
す
る
。
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遠
賀
町
農
民
祭
実
施
に
つ
い
て

①
今
月
は
国
民
年
金
推
進
月
で
す

農
豪
の
棺
横
に
は
、
塵
繋
糊
で
こ
多

忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
も
例
年
と
お
り
農
民
祭

を
盛
大
に
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
次
の
行
事
に
多
婆
一
加
下
さ
る
よ

う
、
お
願
い
）
ま
す
。
ま
た
行
車
内
容

も
盛
り
沢
山
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

1
　
期
日
及
び
場
所

1
2
月
6
日
（
H
）
遠
買
中
学

校
　
小
雨
決
行

2
　
行
華の
　
［
罰
金

ィ
、
稲
作
競
作
会

1
0
月
2
9
日
実
施
済
み

ロ
、
農
疎
物
品
商
会

1
2
月
5
月
午
筋
9
時
－
牛

後
1
竪
希

1
2
月
6
日
牛
後
3
時
即
売

ハ
、
わ
ち
寺
請
套

受
付
、
聖
詰
農
産
物
に

同
じ

二
、
語
群
共
進
会

和
牛
、
苗
成
乳
牛
、
墜

姉
（
臨
時
世
舞
聞
達

木
、
そ
粟
立
毛
品
評
会

日
月
2
6
日
（
予
定
）
現
地

立
廻
諦
盃

㈲
∴
競
技
会

ィ
、
も
み
す
れ
大
会

八
幡
燦
林
崎
務
所
主
催
に

上
る
（
北
九
州
、
遠
廠
都

道
鉦
逆
手
に
よ
る
）

ロ
、
買
物
競
争

用
∴
慶
永
即
売

ィ
、
解
惑
凝
艮
槌
示

口
、
羅
木
即
売
会

現
金
販
売
に
よ
る
、
果
樹

種
木
、
歴
闘
爾
木
、
そ
の

他
ハ
、
畏
時
統
計
質
料
展
示

こ
、
桝
鱒
塵
示
金

木
、
ハ
サ
ー

㈲
　
i
波
貴
会

部
落
代
表
　
1
－
2
組
出
演

㈲
　
表
彰

条
整
露

な
お
、
行
事
内
容
の
詳
細
は
後
日
国

光
に
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

遠
賀
町
脊
少
年
問
題
協
議
会
補
導
員
委
嘱
さ
る

述
押
印
膏
少
年
間
脳
脇
議
会
の
発
足

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
町
駁
五
〇
‥
リ

（
九
月
発
行
）
で
お
伝
え
し
ま
し
た

が
、
そ
の
実
賎
横
側
と
し
て
の
繍
楽
日

に
つ
い
て
、
去
る
十
月
十
一
－
日
付
で
次

の
各
氏
が
奈
鴫
さ
れ
ま
し
た
。

し

上
別
府

血
生
津

浪
　
木

千
古
費

進
武
彦

薬
用
　
ア
キ

田
代
ひ
さ
よ

浜
崎
∴
那
須

－
…
幕
　
翼
一

彊
原
∴
幸
男

間
中
　
千
年

末
専
∴
∴
勧

欠
以
上
一
丁
二
名

昭
和
3
9
年
度

秋
季
全
国
火
災
予
防
週
間
始
ま
る

－
　
日
月
2
6
ロ
ー
椎
月
2
日
1
－
－

佃
例
の
秋
季
全
国
火
災
予
防
調
所
が

来
る
日
月
筋
目
か
ら
㍑
月
2
月
ま
で
の

7
日
間
、
仝
因
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及

向
上
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
出
火
の
防
止
と
火
災
に
よ
る
人
的

物
的
簸
告
の
減
少
末
関
り
、
悶
民
の
生

命
、
球
体
及
び
財
運
を
火
災
か
b
廉
硬

ー
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
～

擢
i
を
と
っ
た
ら
ど
う
し
ょ
う
り
』
護

れ
も
が
一
庇
は
考
へ
る
こ
と
で
す
が
、

あ
な
た
の
佳
活
性
計
は
い
か
が
で
す

，カ

会
社
や
役
所
に
励
め
て
い
る
人
は
度

坐
年
金
や
共
滞
組
合
の
年
金
が
あ
り
ま

す
が
、
妙
薬
か
間
娃
寿
営
ん
で
い
る
人

は
囲
民
年
金
が
生
計
設
計
毒
引
き
受
け

て
く
れ
ま
す
。

あ
な
た
は
悶
艮
年
金
に
加
入
純
で
す

し
、
も
っ
て
社
会
公
共
の
桁
毎
の
増
進

を
国
民
経
済
の
安
定
向
上
辛
目
的
と
し

た
運
動
遡
挫
C
あ
り
ま
す
の
で
町
民
各

位
に
は
；
」
の
璧
＝
毒
充
分
ご
理
筋
下

さ
い
ま
し
て
、
火
災
防
圧
に
こ
相
法
下

さい。
－
－
外
胡
鵬
の
火
の
始
末
を

怠
ち
な
い
よ
う
に
ー
ま
し
ま
つ
ー

行
楽
季
姻
と
な
り
一
嬢
遠
で
は
、

一
案
そ
ろ
っ
て
外
出
さ
れ
る
機
会
が
多

く
な
り
、
ま
た
嫌
象
に
お
い
て
は
稲
の

刈
り
入
れ
筆
C
零
霜
掌
に
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
日
増
し
に

寒
さ
が
加
わ
っ
て
来
ま
す
と
、
と
こ
の

軍
艦
で
も
、
竜
気
コ
ク
ツ
、
不
納
ス
ト

ー
フ
、
火
は
ち
等
を
ぼ
つ
ぼ
つ
他
用
さ

れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

盗
難
防
圧
の
た
め
の
戸
綿
は
大
て
い

の
家
庭
で
は
充
分
気
を
つ
け
て
い
ま
す

が
、
火
の
始
末
の
方
は
忘
れ
が
ち
で

す
。
と
こ
ろ
が
泥
陸
は
賓
は
も
っ
て
行

き
ま
せ
ん
が
、
火
の
始
末
を
っ
っ
が
り

忘
れ
て
火
災
に
な
る
と
元
も
子
も
な
く

灰
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
隣
近
所
に

延
椀
し
ま
す
と
二
で
の
恨
み
は
L
代
に

わ
た
っ
て
消
え
な
い
と
申
し
ま
す
の

で
、
外
出
時
に
は
、
い
三
度
火
の
始

末
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

特
に
次
の
点
に
弼
意
し
ま
し
ょ
う
。

0
ア
イ
ロ
ン
二
田
熟
裳
、
電
気
コ
ク
ツ

等
の
ス
イ
ッ
チ
は
切
り
ま
し
た
か
。

○
カ
ス
コ
ン
ロ
、
カ
ス
ス
ト
ー
ブ
等
の

元
栓
は
完
全
で
す
が
。

0
か
ま
ど
等
の
瑛
火
は
火
消
つ
ば
に
入

れ
て
完
全
に
フ
グ
を
し
ま
し
た
か
。

○
火
満
つ
ほ
を
板
か
べ
の
側
に
置
い
た

り
、
枝
振
り
の
仁
に
置
い
て
い
ま
せ

んか。

0
七
輪
、
火
鉢
等
の
火
は
．
茎
に
i
用
え

て
い
ま
す
か
。

○
幾
皿
薙
椴
等
の
火
の
始
末
は
完
全
で

すか。

か
？
一
人
の
こ
ら
す
加
入
し
ま
し
ま

う。

入
る
人
。
入
れ
る
人
．

同
姓
年
金
に
は
、
他
の
制
度
の
隼
全

案
汚
て
い
る
人
、
ま
た
は
受
け
ら
れ

る
人
、
以
外
の
人
で
二
十
才
以
上
の
人

は
原
則
と
し
て
舎
請
人
す
る
串
に
な

っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
勤
め
人
の
奥
さ
ん
は
こ
主

人
が
他
の
年
金
鮒
痩
加
入
議
で
す
の
で

国
民
年
金
の
加
入
は
－
」
臼
由
で
す
。

ま
た
今
塗
－
十
才
に
到
達
す
る
人
達

は
二
上
才
に
な
り
ま
し
た
ら
す
く
に
役

甥
で
手
続
を
し
て
丁
さ
い
。

入
り
方

役
場
社
会
係
の
所
に
用
紙
寺
伽
へ
て

い
ま
す
の
で
イ
ン
カ
ン
キ
持
参
ト
さ
い

～
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
は
あ
り

ま
せ
ん
わ
ー

図
式
年
金
は
頂
朗
と
し
て
保
険
料
を

納
付
し
て
い
ま
せ
ん
と
受
給
さ
れ
ま
せ

ん
．
ま
た
申
し
塵
に
於
て
障
嵩
雪
母
子

寮
膣
に
な
っ
た
美
果
納
し
て
い
ま
す

と
せ
っ
か
く
慕
…
で
き
る
も
の
を
み
す

み
す
の
が
す
－
圭
に
な
り
ま
す
。

老
後
の
た
の
し
み
の
た
め
に
、
万
一

の
華
故
の
た
め
に
確
実
に
保
険
料
を
納

め
ま
し
ょ
う
。

過
去
に
万
一
米
綿
の
分
が
あ
り
ま
し

た
帖
は
牽
急
擦
料
を
納
め
て
、
た
の

し
い
生
活
｛
曾
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

※
伎
榛
料
納
付
困
脱
着
は
保
険
剃
免
除

面
詰
有
い
た
し
ま
す
と
納
付
キ
寝
際

さ
れ
ま
す
。

御
寄
附
御
礼

次
の
各
位
か
ら
、
春
輿
返
し
と
し
て

町
社
会
相
裾
陥
磐
に
対
し
て
、
特
別

寄
附
を
頂
き
ま
し
た
、

紙
－
右
以
て
敬
弔
の
導
表
し
緬
厚

志
に
対
し
お
礼
串
上
げ
ま
す
。

J
L

こ
し
一
対

塵
樟
∴
取
　
出
苗
∴
i
強
民

生
主
　
井
口
　
輝
彦
螺

故
　
矢
野
　
イ
ン
噴

火
主
　
矢
野
∴
∴
神
腰

取
　
消
板
　
コ
二
氏

火
に
　
油
壌
∴
終
決
搬
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第
四
回
遠
賀
公
衆
衛
生
大
会
開
催

ルルの撤回

左
の
通
り
第
囲
回
送
質
公
衆
締
生
大

全
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
わ
た
く
し
た
ち
人
間

が
継
康
で
定
位
さ
し
た
い
、
締
生
的
な

よ
い
殻
境
に
低
み
た
い
と
い
う
、
暮
春

的
な
欲
求
を
、
周
や
県
、
又
は
町
行
政

に
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
住
民

仝
藩
が
、
組
織
的
に
こ
の
日
的
推
進
の

た
め
参
加
し
∴
町
政
機
関
と
和
雅
え
て

美
し
い
灘
端
末
つ
く
り
だ
そ
う
と
い
う

ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接

種
の
実
施
に
つ
い
て

来
年
新
一
年
生
に
な
る
初
見
に
対
し

て
ジ
フ
テ
リ
ア
の
予
防
接
種
を
左
記
の

通
り
行
な
い
ま
す
。

日
時
及
び
場
所

十
一
月
一
十
六
日
－
－
三
時

出
門
小
学
校

十
一
月
二
十
七
日
　
∴
－
二
時

歳
末
小
営
稔

定
期
検
便
の

実
施
に
つ
い
て

食
品
取
扱
楽
章
水
道
及
び
給
食
閥

係
著
の
定
期
検
便
羊
左
記
の
通
り
行
な

い
ま
す
の
で
お
知
ち
せ
致
し
ま
す
。

記

日
時
　
十
一
月
十
八
日
十
一
－
十
一
－
時

場
所
　
遠
鎚
町
役
場

弾
倉
一
件
に
つ
き
ハ
〇
円

山
下
岩
男
氏
（
遠
賀
申
用

務
員
）
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

国
内
続
投
に
出
場
）

n
月
8
日
か
ら
7
日
間
、
塞
基
C
開

促
の
ハ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
周
内
競
技
の
部

に
、
本
町
迷
貨
車
学
校
用
務
員
の
山
下

岩
男
氏
（
鉱
内
マ
イ
ト
燥
発
に
よ
る
左

目
失
明
）
が
娯
代
衰
選
手
と
し
て
（
古

米
、
定
巾
跳
に
硝
埋
）
適
ば
れ
、
去
る

1
0
日
、
関
係
者
の
激
励
を
受
け
て
元
気

に
出
発
さ
れ
た
。

篤
脆
国
会
国

電
年
大
会
に
出
場

篠
田
轟
徳
富
、
痕
代
表
で

若
人
の
察
兜
で
あ
る
全
輯
胃
埠
大
会

が
十
一
月
十
八
厨
か
ら
四
日
間
、
東
京

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
本
町
よ

り
虫
坐
沌
（
薪
屋
敷
）
篠
田
福
徳
君

（
黒
崎
薫
染
肋
務
、
請
出
、
陸
上
、
一

〇
、
0
0
0
メ
ー
ト
ル
）
が
郷
土
の
名

祥
毒
に
な
っ
て
陣
場
さ
れ
ま
す
の
で
、

細
論
較
毛
お
送
り
下
さ
い
。

趣
旨
の
も
と
に
闇
値
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
参
加
さ

れ
ま
す
よ
っ
お
肌
い
し
ま
す
。

「
日
時
　
十
一
川
上
九
日
（
木
）

牛
同
仁
栂
か
ら

二
場
所
　
水
落
町
民
会
館

二
、
主
催
　
悪
日
公
衆
術
星
協
会
、
遣

買
衛
星
擁
今
　
週
賢
二
的

会
、
遥
費
食
品
術
生
脱
会

間
、
棲
操
　
車
朝
市
、
水
巻
軸
、
芦
属

町
、
道
連
中
途
祝
郡
知

人
会
、
遥
紺
溝
助
席
姐
会

l
互
言
出
読
売
の
　
特
別
溝
演
「
範
頼
で
住

み
よ
い
牛
諦
」

虹
社
会
政
市
秋
成
人
数

占
傍
珪
　
赤
封
略
氏

の
　
ア
ス
ト
ラ
グ
シ
ョ
ン
、

博
士
雄
雌

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

の

予

防

〇

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
そ
の
も
の
は
数
日

の
人
の
沌
畝
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
種
々

公
共
の
機
能
毛
付
出
せ
し
め
る
こ
と
を

考
え
る
と
決
し
て
油
断
の
な
ち
ぬ
伝
染

病
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
流
行
毒
最
少
眼
に
点
め
進
ん
で

未
然
に
防
圧
す
る
草
が
大
切
で
あ
り
、

予
防
は
一
般
的
溜
腔
と
手
駒
接
種
に
よ

っ
て
推
進
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

1
　
一
般
的
措
置

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
人
か
ち
人
に

伝
染
す
る
も
の
で
、
病
原
ウ
イ
ル
ス

は
感
染
者
の
口
や
輝
の
分
泌
物
の
中

に
あ
っ
て
、
毒
突
に
探
し
又
く
し
ゃ

み
や
、
せ
き
と
英
に
空
気
中
に
煎
放

し
；
」
れ
看
鯉
様
者
が
唄
っ
て
感
染

す
る
の
で
費
何
期
に
は
な
る
べ
く
集

会
の
機
会
を
少
く
す
る
と
共
に
、
流

行
時
に
は
睦
徽
襲
者
も
非
常
に
多

く
、
ウ
イ
ル
ス
石
版
布
し
て
い
る
捗

年
号
へ
飛
沫
感
染
を
防
く
た
め
マ

ス
ク
の
使
用
や
、
う
が
い
の
励
行
な

と
が
考
え
ろ
れ
ま
す
。
一
方
過
労
や

不
嬢
制
考
さ
け
、
栄
養
と
上
方
な
休

養
キ
計
り
、
揖
保
の
一
般
的
抵
抗
力

右
高
め
る
こ
と
は
何
れ
の
広
葉
痛
に

も
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

的
に
患
者
は
他
人
に
撃
く
し
ゃ

み
、
せ
き
を
し
な
い
極
洋
厳
し
、
分

泌
物
で
汚
れ
た
物
件
の
消
毒
に
瑠
患

す
る
こ
と
が
必
撃
C
L
よ
う
∪
ま
た

許
せ
る
施
陶
で
な
る
べ
く
年
期
に
櫛

・
食
す
る
こ
と
は
患
著
自
身
の
由
紀
を

口
汚
る
は
か
り
で
な
く
、
流
行
を
遮

断
す
る
些
C
も
あ
り
ま
す

2
　
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
櫓
患
後
は
あ
る

程
度
の
免
渡
仏
が
雇
用
さ
れ
ま
す
の

で
痛
憤
ウ
イ
ル
ス
キ
用
い
て
杭
巌
的

に
免
疫
を
賦
与
す
る
こ
と
即
ち
ワ
ク

チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種
が
可
能
に
な

っ
て
お
り
∴
間
違
の
一
般
的
据
陸
が

秘
め
て
不
満
足
な
も
の
で
あ
る
事
か

ら
、
防
疫
と
し
て
は
現
存
予
防
掻
種

が
唯
一
の
武
器
と
な
っ
て
い
ま
す
。

幸
助
楼
補
そ
っ
け
る
鴫
期
と
し
て
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
早
く
揚
が
る

し
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
擦
柵
後
七

日
ま
で
は
生
じ
ま
せ
ん
の
で
、
流
行

栂
に
接
施
し
た
の
で
は
効
果
の
な
い

場
合
が
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
予

防
按
楯
は
航
行
の
始
ま
る
前
に
う
け

て
お
く
必
黄
が
あ
り
、
通
常
1
2
月
～

1
月
頃
か
ち
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
潰

行
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
晩
杖
の
頃

に
予
防
楼
柵
を
っ
け
る
の
が
最
も
理

想
的
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
た

び
流
行
が
始
ま
っ
た
な
ら
は
、
流
行

の
初
期
に
予
防
接
種
を
っ
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。



町
税
滞
納
の

町
税
を
細
め
る
こ
と
は
町
民
の
義

務
で
あ
り
ま
す
。
学
段
の
経
質
も
道

路
や
橋
梁
等
の
維
襲
患
譲
も
こ
の

税
金
C
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
町
税
を
綱
紀
き
れ
て
お
ち
れ

る
方
も
住
み
よ
い
町
零
つ
く
る
た
め

に
一
日
も
早
く
納
入
し
て
下
さ
る
こ

と
を
お
伽
ひ
し
ま
す
。
碕
特
別
な
家

庭
の
重
出
等
で
今
す
ぐ
納
め
ら
れ
な

い
万
は
税
務
橡
ま
で
朝
姐
て
下
さ

輪
に
つ
い
て

本
年
度
は
滞
納
一
掃
を
目
標
に
現

存
離
理
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
軍
備

説
明
も
な
く
納
入
さ
れ
な
い
と
き
は

止
む
な
く
墓
碑
財
産
の
処
分
毒
実
施

し
ま
す
。
差
押
財
産
の
［
胃
、
競
売
の
日

時
、
場
所
は
本
紙
に
鷺
成
し
ま
す
か

う
入
札
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

入
札
資
施
薬
は
町
税
完
納
者

今
月
は
、
国
民
鍵
康
保
険
税
の
第
三
期

分
納
期
で
す
。

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
期
限
　
十
一
月
三
十
日

重
度
稀
粕
薄
弱
児

摸
索
手
当
に
つ
い
て

今
般
二
一
十
才
未
満
の
桁
神
薄
弱
児

を
監
護
す
る
父
又
は
楢
、
父
母
が
無
い

班
会
は
そ
の
児
竜
の
養
群
議
が
集
計
を

同
一
に
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
父

母
、
又
は
謎
脊
者
に
対
し
重
度
精
神
薄

弱
児
狭
義
手
当
毒
支
給
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

悔
、
重
度
精
神
薄
弱
児
と
は
、

二
十
才
春
樹
で
精
神
の
発
連
が
据
溝

し
て
い
る
た
め
出
様
坐
活
に
お
い
て
帝

時
の
介
礫
を
必
要
と
す
る
罷
腿
の
状
嬢

に
あ
る
者
を
［
い
ま
す
。

右
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
輩

急
役
域
社
会
係
に
て
御
相
談
ト
さ
い
。

筋
、
一
、
イ
ン
カ
ン

二
、
戸
籍
謄
本

三
、
住
民
票
勝
本
を
持
参
下
さ

行
政
管
理
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

改
良
工
轟
で
高
く
な
っ
た
家
の
前
の
道
路

遠
賀
町
婦
人
会
体
育
大
会
閲
か
る

秋
空
の
す
み
き
っ
た
大
陸
に
忠
ま
れ

た
一
円
、
世
界
を
挙
げ
て
の
世
紀
の
祭

典
栗
東
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
に
た
け
な

わ
、
そ
の
ム
ー
ド
の
高
城
と
社
全
体
背

の
振
興
と
婦
人
の
体
位
の
向
上
を
図
る

憩
峠
で
違
質
町
婦
人
全
体
市
大
会
を
伸

し
た
と
こ
ろ
、
婦
人
会
日
全
員
が
参

加
、
紅
（
常
用
履
き
白
（
成
木
校

区
）
に
分
れ
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
の
中
に
和

気
龍
々
、
終
始
熱
戦
善
根
閲
、
お
母
様

方
の
悪
気
の
あ
る
と
こ
ろ
を
示
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

な
に
し
ろ
、
初
め
て
の
催
し
と
て
進

行
上
多
少
の
難
点
は
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
隼
を
追
う
毎
に
向
上
し
、
発
属

し
て
年
＼
も
の
と
信
じ
ま
す
。

な
お
、
競
技
の
成
績
は
、
総
合
得
点

に
お
い
て
、
硝
少
の
菱
C
紅
組
の
肱
と

な
り
ま
し
た
。

「
と
　
き
　
十
月
十
一
日

一
、
と
こ
ろ
　
通
申
グ
ラ
ン
ト

来
賓
の
方
々
を
始
め
町
民
の
蒋
様
に

は
終
始
∴
」
声
堅
こ
指
韓
下
さ
い
ま

し
て
誠
に
有
難
度
う
、
こ
き
い
ま
し
た
。

第
一
回
遠
賀
町
マ
ラ
ン
ン
大
会
開
催
に
つ
い
て

町
体
諦
協
会
C
は
印
刷
施
行
を
記
念
∴
姻
…
円
　
1
2
月
6
日

し
て
左
記
の
通
り
綿
二
田
遠
債
町
マ
ラ
　
コ
ー
ス
　
述
買
申
－
鬼
沖
－
尼
崎

後
山
さ
ん
の
案
の
前
に
2
線
固
道
が

適
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
道
覇
に
最

近
改
良
工
性
が
始
め
ら
れ
、
現
在
で
は

大
体
九
〇
許
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
の
た
め
、
地
主
三
二
名
、

寮
庵
移
転
一
七
名
の
関
係
者
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
補
償
父
渉
が
門
溝
に
進
め
ら

れ
て
解
決
し
ま
し
た
．

と
こ
ろ
が
、
後
山
さ
ん
だ
け
は
、
自

宅
の
前
の
酪
面
が
五
〇
セ
ン
チ
春
画
く

さ
れ
た
た
め
、
蒙
の
出
入
り
が
非
常
に

不
便
と
な
り
、
商
売
に
恩
彬
譜
が
あ
っ

て
困
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
そ
こ
で

最
寄
り
の
行
政
相
談
委
員
宕
訪
れ
、
あ

っ
せ
ん
在
申
し
出
ま
し
た
。
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両
親
を
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け
た
行
政
相
談
苓
L
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全
は

中
速
、
土
木
周
韻
所
に
お
も
む
い
て
判

憎
を
伝
え
ま
し
た
と
こ
ろ
、
種
山
さ
ん

の
宅
地
末
葉
と
町
が
経
費
末
平
分
ず
つ

粧
し
あ
っ
て
灘
上
げ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
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も
し
、
こ
の
よ
っ
に
、
役
所
の
仕
事

に
関
係
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
な
に

か
疑
問
や
、
不
溝
な
と
お
も
ち
の
方
は

遠
慮
な
く
、
行
政
螺
銘
柄
か
、
行
故
相

談
委
員
に
お
出
し
鉦
下
さ
い
。
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遼
萄
町
の
行
政
相
巌
委
細
は
、
道
理

町
大
字
膚
崎
に
お
住
ま
い
の
高
崎
陶
登

さ
ん
で
す
か
ち
、
こ
の
よ
っ
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ち
、
こ
遠
慮
な
く
お
印
高

下
さ
い
。

ソ
ン
大
会
奇
聞
鮪
し
ま
す
の
で
多
数
参

加
下
さ
い
。
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遠
醤
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体
脊
髄
全

水
道
指
定
工
事
店

の
変
更
に
つ
い
て

左
記
の
通
り
指
定
工
事
店
の
斬
触
発

練
と
焼
直
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ち

せ
し
ま
す
。
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